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大
野
城
は
今
か
ら
１
３
５
０
年
ほ
ど

前
に
、
大
宰
府
政
庁
跡
の
背
後
に
位
置
す

る
四
王
寺
山
に
造
ら
れ
た
古
代
山
城
で
、

現
在
は
特
別
史
跡
大
野
城
跡
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
城
は
標
高
約
４
１

０
ｍ
の
四
王
寺
山
の
全
周
約
８
㎞
に
わ

た
っ
て
土
塁
や
石
塁
を
張
り
巡
ら
せ
て
お

り
、
日
本
最
大
級
の
朝
鮮
式
山
城
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

大
野
城
は
山
城
と
し
て
の
機
能
の
ほ

か
大
宰
府
の
外
郭
と
し
て
の
役
割
も
担
い

ま
し
た
。
ま
た
の
ち
に
山
中
に
つ
く
ら
れ

た
四
王
寺
(
四
王
院
)
で
は
、
東
方
の
持

国
天
、
南
方
の
増
長
天
、
西
方
の
広
目

天
、
北
方
の
多
聞
天
と
い
う
四
方
を
守
護

す
る
四
天
王
に
祈
祷
す
る
四
天
王
法
を
行

い
、
国
家
守
護
や
国
内
鎮
護
な
ど
宗
教
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
ま
た

平
安
時
代
に
な
る
と
山
中
に
多
く
の
経
塚

が
築
か
れ
る
な
ど
、
な
が
く
聖
域
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
西
国
三

十
三
ヵ
所
観
音
霊
場
に
あ
や
か
り
、
山
中

に
観
音
菩
薩
の
霊
場
が
作
ら
れ
、
昭
和
初

期
ま
で
は
盛
ん
に
参
拝
さ
れ
て
い
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
市
民
遺
産
第
15

号
「
四
王
寺
山
の
三
十
三
石
仏
」
と
し
て

市
民
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
大
野
城
跡
は
古
代

か
ら
現
代
ま
で
多
種
多
様
な
歴
史
が
重
層

的
に
重
な
り
あ
い
な
が
ら
存
在
す
る
貴
重

な
史
跡
で
す
。

近
年
、
こ
の
特
別
史
跡
大
野
城
跡
内

で
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
害
に
よ
り
土
塁
や

園
路
の
き
損
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
令
和
２
年
度
に
こ
の
大
野
城
跡
の

尾
花
地
区
土
塁
お
よ
び
周
辺
部
の
散
策
路

な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
令

和
２
年
度
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
交
付
金
事
業

(
コ
ロ
ナ
滅
観
光
ル
ー
ト
四
王
寺
山
)
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
園
路

に
は
主
に
散
策
向
け
と
し
て
史
跡
保
全
と

歩
行
に
考
慮
し
た
土
系
舗
装
を
施
し
て
お

り
、
園
路
の
外
側
に
は
イ
ノ
シ
シ
対
策
用

の
保
護
シ
ー
ト
を
張
り
巡
ら
し
ま
し
た
。

史
跡
地
を
巡
る
史
跡
見
学
の
ほ
か
、

屋
外
で
の
健
康
増
進
目
的
で
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
散

歩
に
も
ど

う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ

い
。

　文
化
財
課

髙
橋　

学

0 20 40 60 80 m

整備後の園路（土塁上部から）C地区

整備後の園路（土塁下部から）C地区

特別史跡大野城跡尾花地区整備工事を行った箇所

A・C地区…法面保護工事

Ｂ・D地区…園路工事

Ｅ地区 ……排水工事

た

か

は

し　

 

ま
な
ぶ

太
宰
府
の
文
化
財
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特
別
史
跡
大
野
城
跡
を
歩
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(
尾
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地
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